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1連載：ベテランの方から若手図書館員へのメッセージ8|

これからの図書館を担う人たちに向けて

鈴木正紀

1.「わた し」について

1992（平成4)年 4Ji. 30歳の時に私は現在の

戦楊である文教大学に戦を得． 現在に至っていま

す。本学では1i1内館具はその枠で雁川されるので

図湘館勤務は人職以米今年度で27年日となりま

す。現在は越谷図苫館ですがこのI:il短期ではあ

りますが．茅ヶ崎にある湘南キャンパスの1叉1,1:=nn

にも勤務したことがあります。

図内館員としてのスタートは30歳の時でした。

それまで私は何をしていたかというと大学学部

を卒業後． T業県の，・,':j等学校の社会科教諭 (11本

史）として働いていました。それを 4年たった時

.'.'.((28歳）で辞め．現在は筑波大学と合併しまし

たが．ヽ li時つくば研究学園都市にあった1文l,l}ffi11i

報大学の大学院 （修」詞梨利）に人り． I叉I]tnfi1’li報

学の学宵(|叉l,l}館については無知に近い状態だっ

たので学部の概論を聴講したりしていました）と

研究を行い．修七りを取って修 J'。就職活動のな

かでたまたま緑あって現在の職場に職を得ること

ができました。

2 図書館との出会い

私の人生特に前半のなかで「図，杯館」―公

共図，1::館学校1叉1,1}：館人学図内項fi—はいずれ

も私の生括隧とはあまり縁がありませんでした。

生まれ脊ちが比較的田舎であったので公共図lt館

なるものは身近にはなく．学校図；り館は小学生・

中学生のときにはほとんど1月ま っていて使った

記悩はわずかしかありません。大学反l]F館はどう

だったかと いうと．当時は新築できれいな建物で

したがそこにある1叉l内を伯りて読むとかはほと

んどせず， 自分が内：店で購人した内籍を読む，い

わば 「楊1所惜り 」で1叉1,1}館を使っていたにすぎま

せんでした。大学図内館というものがどういうも

のであるか在学中に教えられたことも考えたこ

ともなく．そのまま卒業をしてしまいました。卒

論さえ．そんな態度であっても，1｝：けてしまったの

だから不息議です。

そういう私が20歳代も後半になってなぜ大学図

占館で仕’liをしたいと考えたのか？ その理山の

ひとつは卒菜後に教員として仕'liをした 4年間の

経験にあります。

辞めたJI[山をすべて述べることはしませんが．

図，り館との関連でいえば n分の担当した教科が

社会科であり， II本史であった，ということがと

りわけ影押したと思います。この教科II,一般的

なイメージとしてあるのは「暗記科「l」というこ

とです。学部でそれなりに歴史を学んだものとし

てそうした認識は辿うのだ， ということはわかっ

ておりながらそれを牛徒に伝えきれないもどか

しさを常に抱えていました。大学受験を認識した

授業をする必災はない学校でしたので担当した

授業ではいろいろな試みをしてはみたものの．生

徒の「Ilif記科II」という固定観念を投すまでには

令りませんでした。

そんななかいつのまにか生徒に対して伝え

るべきは教科附こ，Itかれていることがらを此え

させることではなく ．生徒ILiらが必要な知識を獲

得ずる．そのための方法を伝える．その手ほどき

することのほうが重要なのではないかと考えるよ

うになりました。なぜそうした）j|句へ考えがシフ

トしたのかその理由は今も ってわかりません。

ただそのための場として図苫館というものがあ

る．ということで私の人生の中でほとんどはじ

めて「図―占館」というものが几体的なものとして
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IIの前に現れました。

教員 3年 1—1 の秋11頃．そのことを強く息うように

なり職楊の学校図，り館の社l内の）iにそんな話をし

たところ．つくばに1叉1,1}館梢報大学というのがある

よ．と教えてもらったのではなかったかと思います。

3年IIの秋の段階で大学院への進学を志しまし

たが；ft料を見たところその年の受験にはすでに1iil

に合わないことがわかったので翌年の受験をII指

して語学の勉強などを行って試験に備えました。

このとき．大学院ではなく．学部3年に編人す

る）j法があるというのは．人学して気づいたこと

でした。3年次糾人と大学院どちらも 2年間で

すが 1叉1,l}項麻員になるための実務を学ぶにはIiij者

のほうがいいのではないかと思います 私l,1身．

II録法ひとつきちんと学んだことがなく．その点

はいまでも苦労しています。しかし大学院で学

ぶということば'F部では学べないIll:界に触れるこ

とができます。それはなにより．修 I]論文を内＜

という経験です。これは現場に人って学生や教且

と話す際． ILi分の 「強み」として牛きたと息いま

す。学部でも卒業論文を，1：：＜ということはありま

すが修上論文はそのレベルでは立ち行きません。

ともあれ． 2年間で修［することができ '111liJf

に，Itいた辿り就職もできました。

図，り館への 「転身」の理由はこのようなものです

がそのことは大学1叉l，り前の現場に人って「1叉1,l}

館利IIl教有」「11i報リテラシー教育」という文脈で

諮られていることを知りました。学校教脊関係者の

なかではほとんど辿じない話が 1又1,1}館の1仕界では

将辿に，諮られていることをうれしく息ったものです。

3 記憶に残ること

30歳が図，り:fi.t'(Uのスタートであった私は． とも

かく貪欲に学ぶ必要がありました。戦場での経験

もそうですが私の職楊のようなlI略の文系私立

人学は．たとえは学術1’li報流迎という、点では． ど

うしても最Iiij線の動I｛リは黙って待っているだけで

はわかりません。業務として外国雑誌を担‘りして

いた私は． J1時． Swetsという外脊系企業が新し

い一括納人方式をひっさげて大学1叉l,1Tfi.riに大きく

人り込もうとしていた時期であり ．他大学1又1,＇：館

の動血を知る必災がありました。そのためには人
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脈を広げなくてはなりません。いろいろな研究会な

どには粘）J的に頻を出し名刺を配りまくりました。

そうしたなかで叫悩に残るのは他大学の先

地図，りff国からもらった「ことば」です。人職し

てlillもないころ，束以で1}fl1化された研究会の後か

何かだったと息いますが終（後の懇親会でいわ

れたこと。「おまえ図ほ館で何やりたいんだ？

やりたいこと持ってないとすぐダメになるぞ！」

この言染はいまも忘れずに「1分への成めとなっ

ています。，i菜を変えていえば， 「1分にとって図

II}館は「II的」なのか「手段」なのか．というこ

とです。私にとっては手段です。イ11Jが1|（Iりかそ

れは上で述べたように人が学ぶべきは知識そ

のものではなく，それを探し出す知識でそれを

身に付ける楊が学校であり，そこにあるl叉1湘館は，

それに中心的役割を果たしうる楊だと息っている

のです そうした態疫を身に付けた人間は iて1本的
な個人としてI|•-．きていく），韓礎を身に付けたことにな

る。「191立／1911|tした人間」の脊成が私のIl(lりです。

4 若手図書館員へのメッセージ

そうはいっても 1叉I,'}館の仕’liの一つ一つはどれ

もIhi白いものです。これまでのあいだ私は逐次

刊行物業務， レファレンス菜務．総務担‘りとして

図，＇｝•館の業務符理システム社人．機関リポジトリ

梢築などなど， 1ii白い仕'liをいく つも担‘りさせて

もらいました。而白くないとイI:•Jiへの紅欲がわく

はずがありません。

|lil姐＇lり報学研究所が図梢する人学図占館職且短

期研修 (1' というものがあります。この講廂の一

コマに「大学図，1}：館職員のスキルアップ法」とい

うものがあり ，2007（平成19)~ 2009年度まで

の3年間担当しました。杓い人たちに伝えたいこ

とはそこでけい尽くしたと息っています。すでに

10年くらいたっていますが 1叉1,l}fl9iiiとして成長

するための方法は現在も‘11時述べたことと）よ本

的には変わっていないと息っています。

(1) https://www.nii.ac.jp/hrd/ja/librarian/ 

result.html（参照： 2019/4/20)

（すずき まさのり ・文教大学越谷1叉l,1}館館

長補佐）


